
一
、
は
じ
め
に

　

古
墳
時
代
社
会
を
明
ら
か
に
す
る
う
え

で
、
鉄
製
品
の
研
究
が
重
要
な
成
果
を
挙

げ
て
き
た
こ
と
は
多
く
の
研
究
者
が
認
め

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
く
に
、
古
墳
時
代

中
期
の
畿
内
大
型
古
墳
群
の
鉄
製
品
に
つ

い
て
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
中
枢
の
一
様
相
を

物
語
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
関
連
研

究
も
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
調
査

年
代
の
古
い
事
例
も
多
く
、
現
在
の
研
究

水
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
情
報
と
し
て

不
十
分
な
点
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

と
り
わ
け
、
佐
紀
古
墳
群
の
鉄
製
品
に
つ

い
て
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ

の
出
土
資
料
も
多
く
、
必
ず
し
も
十
分
に

評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
課
題
へ
の
一
つ
の

足
が
か
り
と
し
て
、
大
和
四
号
墳
よ
り
出

土
し
た
鉄
鉾
を
取
り
上
げ
、
資
料
の
紹
介

と
評
価
を
行
い
た
い
。

二
、
資
料
の
紹
介

　

大
和
四
号
墳
は
、
奈
良
県
佐
紀
古
墳
群

東
群
の
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
北
西
に
立
地
し
、

論
者
に
よ
っ
て
は
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
の
陪

塚
と
し
て
評
価
さ
れ
る
古
墳
で
あ
る
。
昭

和
一
六
年
に
「
建
築
」
の
た
め
墳
丘
が
削

り
と
ら
れ
た
際
に
、
滑
石
製
品
、
鉄
剣
、

鉄
鉾
、
鉄
鏃
、
Ｕ
字
刃
先
、
鉄
斧
な
ど
が

出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
『
奈
良
県
史

蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
抄
報
』
第
四
輯

（
以
下
『
抄
報
』）
に
て
報
告
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
今
日
評
価
す
る
に
あ
た
り
不
明

確
な
点
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
現
在

宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
す
る
そ
れ
ら（
１
）鉄
製

品
の
う
ち
鉄
鉾
二
点
の
観
察
お
よ
び
再
実

測
を
行
っ
た
。
以
下
、
そ
の
所
見
を
述
べ

る
。

　

鉄
鉾
１
（
図
１
︲
１
）
は
、
身
部
を
含

む
破
片
と
、
袋
部
端
を
含
む
破
片
に
分
離

し
て
い
る
。
前
者
は
残
存
長
一
四
・
七
㎝
、

残
存
身
部
長
八
・
一
㎝
、残
存
袋
部
長
六
・

六
㎝
を
測
り
、
後
者
は
残
存
長
一
〇
・
九

㎝
で
あ
る
。
図
１
︲
１
と
２
は
袋
部
端
の

形
状
と
『
抄
報
』
掲
載
図
か
ら
同
一
個
体
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で
あ
る
と
考
え
る
。
欠
失
部
位
を
勘
案
す

る
と
、
全
長
三
五
㎝
以
上
の
個
体
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
袋
部
の
断
面
形
は
大

和
四
号
墳
の
築
造
時
期
で
あ
る
古
墳
時
代

中
期
中
葉（
２
）に
一
般
的
な
円
形
で
あ
り
、
関

部
付
近
ま
で
中
空
と
な
っ
て
い
る
。
身
部

は
薄
く
剥
離
し
て
い
る
も
の
の
、
鎬
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
断
面
形
は
菱
形
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
袋
部
端
は
中
期
に

一
般
的
な
山
形
抉
り
を
有
す
る
。
現
状
で

は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、『
抄
報
』
掲

載
面
を
見
る
限
り
袋
部
の
長
さ
が
長
い
こ

と
、
関
幅
が
推
定
三
・
〇
㎝
以
上
と
広
い

こ
と
か
ら
、「
短
身
式
」（
高
田
一
九
九
八
）

の
大
型
品
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　

鉄
鉾
２
（
図
１
︲
２
）
は
、
残
存
長
三

三
・
三
㎝
、
残
存
身
部
長
二
二
・
五
㎝
、

残
存
袋
部
長
一
〇
・
八
㎝
を
測
る
。
残
存

部
位
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
類
例
か
ら
、

身
部
長
が
袋
部
長
に
比
し
て
長
い
「
長
身

式
」（
高
田
一
九
九
八
）
と
判
断
さ
れ
る
。

先
端
を
大
き
く
欠
損
し
て
お
り
『
抄
報
』

報
告
時
の
形
態
を
踏
ま
え
る
と
四
〇
㎝
以

上
の
全
長
で
あ
っ
た
と
復
元
さ
れ
よ
う
。

袋
部
断
面
は
円
形
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
当
例
の
最
大
の
特
徴
と
し
て

は
、
三
翼
鏃
に
似
た
刃
部
の
断
面
形
状
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
す
で
に
『
抄
報
』

で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

今
回
の
実
見
を
通
し
て
再
確
認
す
る
に
至
っ

た
。
欠
損
と
銹
膨
れ
の
た
め
一
目
瞭
然
と

は
い
か
な
い
も
の
の
、
残
存
部
位
の
屈
曲

角
度
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

断
面
を
み
る
と
、
三
方
向
に
の
び
る
三
つ

の
刃
が
均
等
な
角
度
で
分
か
れ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
一
六
〇
度
ほ
ど
に
大
き
く
ひ

ら
く
箇
所
も
み
ら
れ
る
。

三
、
類
例
と
そ
の
性
格

　

以
上
二
点
の
鉄
鉾
に
つ
い
て
、
現
在
ま

で
に
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
に
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
い
か
な
る
評
価
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
。

　

ま
ず
、
鉄
鉾
１
・
２
に
つ
い
て
は
、
短

身
式
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
袋
部
の
山
形

抉
り
、
中
空
部
分
の
深
い
袋
部
、
明
確
な

ナ
デ
関
な
ど
、
列
島
内
で
古
墳
時
代
中
期

前
葉
～
中
葉
に
多
く
み
ら
れ
る
特
徴
を
有

す
。
こ
う
し
た
特
徴
を
併
せ
も
つ
鉄
鉾
の

一
群
は
、「
金
官
加
耶
系
」
と
評
価
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
が（
朴
一
九
九
五
）、新
羅
・

加
耶
な
ど
の
嶺
南
地
域
に
広
く
み
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と
く
に
袋
部
の

長
い
短
身
式
で
全
長
三
五
㎝
を
超
え
る
大

型
品
の
出
土
古
墳
と
な
る
と
、
列
島
内
で

は
福
岡
県
井
出
ノ
上
古
墳
、
京
都
府
産
土

山
古
墳
、
兵
庫
県
茶
す
り
山
古
墳
な
ど
、

甲
冑
や
長
持
形
石
棺
な
ど
王
権
中
枢
と
の

関
係
を
示
す
遺
物
に
加
え
、
半
島
系
遺
物

の
出
土
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
古
墳
が
多
い

傾
向
に
あ
る
。

　

一
方
、
鉄
鉾
２
の
よ
う
に
三
翼
鏃
同
様

の
断
面
形
を
呈
す
る
鉄
鉾
（
以
下
「
三
翼

鉾
」
と
呼
称
）
は
、
列
島
内
で
い
ま
だ
類

例
を
み
ず
、
朝
鮮
半
島
に
類
例
を
求
め
て

も
、
四
世
紀
後
半
の
集
安
禹
山
三
二
九
六

号
墓
例
と
五
世
紀
中
葉
の
新
羅
王
墓
で
あ

る
皇
南
大
塚
南
墳
例（
３
）（
図
１
︲
３
～
５
）

が
挙
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
種
の

鉄
鉾
は
三
翼
鏃
と
お
な
じ
く
高
句
麗
か
ら

新
羅
へ
の
伝
播
が
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
（
齊
藤
二
〇
一
三
）、
新
羅
地
域
内

に
お
い
て
も
ほ
か
の
例
を
み
ず
、
皇
南
大

塚
南
墳
に
集
中
的
に
副
葬
さ
れ
る
点
は
、

時
間
・
空
間
的
に
極
め
て
強
い
限
定
性
を

も
っ
た
器
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

皇
南
大
塚
南
墳
の
鉄
鉾
に
つ
い
て
は
、
齊

藤
大
輔
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
規
格
性
の

高
さ
と
そ
の
多
量
副
葬
の
様
相
な
ど
か
ら
、

新
羅
の
王
権
膝
下
で
の
生
産
が
十
分
に
考

え
ら
れ
る
（
齊
藤
二
〇
一
三
）。三
翼
鉾
は
、

そ
う
し
た
環
境
で
短
期
間
に
製
作
さ
れ
た

も
の
の
定
着
し
な
か
っ
た
儀
仗
的
な
鉾
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
は
、

新
羅
の
特
徴
的
な
鉾
と
し
て
定
着
し
た
鍔

付
鉾
と
異
な
る
。

四
、
三
翼
鉾
の
出
土
意
義

　

そ
の
よ
う
に
時
空
間
的
に
限
ら
れ
た
三

翼
鉾
が
、
日
本
列
島
内
の
一
円
墳
よ
り
出

土
す
る
状
況
は
特
殊
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、
皇
南
大
塚
南
墳
と
、
大
和
四
号
墳
お

よ
び
主
墳
の
可
能
性
の
あ
る
ウ
ワ
ナ
ベ
古

墳
が
と
も
に
五
世
紀
中
葉
と
時
期
的
に
近

い
関
係
に
あ
る
点
、
そ
し
て
佐
紀
古
墳
群

が
ヤ
マ
ト
王
権
中
枢
の
墓
域
で
あ
る
点
を

踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
特
殊
な
状
況
に
は
何

ら
か
の
関
係
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
時
期
の
類
例
が
皇
南
大
塚
南
墳
に
の
み

認
め
ら
れ
る
状
況
を
重
視
す
れ
ば
、
そ
れ

は
、
新
羅
王
権
中
枢
か
ら
ヤ
マ
ト
王
権
中

枢
へ
の
モ
ノ
の
移
動
を
示
し
て
お
り
、
王

権
中
枢
ど
う
し
の
交
流
を
物
語
る
資
料
と

し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

佐
紀
古
墳
群
出
土
の
鉄
製
品
と
し
て
は
、

大
和
四
号
墳
の
耳
部
幅
に
比
べ
刃
部
幅
の

広
い
Ｕ
字
刃
先
や
、
大
和
五
号
墳
の
木
芯

鉄
板
張
輪
鐙
（
諫
早
二
〇
一
二
）、
大
和

六
号
墳
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
農
工
具
（
坂
二
〇

〇
五
）
な
ど
、
半
島
関
連
器
物
の
初
期
の

導
入
事
例
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
の
な

か
で
も
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
鉄
鋌

で
あ
る
。
大
和
六
号
墳
の
鉄
鋌
に
つ
い
て

は
そ
の
形
態
か
ら
洛
東
江
下
流
域
（
咸
安
・

昌
原
・
金
海
・
東
莱
）
と
の
関
係
を
重
視

す
る
意
見
（
東
一
九
九
九
）
と
、
新
羅
と

の
関
係
を
み
る
意
見
（
朴
二
〇
〇
七
）
が

あ
り
、
特
に
後
者
は
本
論
と
の
関
連
に
お

い
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
鉄

鋌
の
形
態
的
属
性
か
ら
地
域
性
を
抽
出
す

2�



る
こ
と
に
懐
疑
的
な
意
見
も
あ
り
（
成
・

孫
二
〇
一
二
、
土
屋
二
〇
一
七
）、
い
ま

の
と
こ
ろ
議
論
の
決
着
を
み
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
佐
紀
古
墳
群
の
鉄
製
品

に
つ
い
て
は
、
渡
来
系
の
要
素
が
多
く
認

め
ら
れ
る
が
、
各
器
物
の
故
地
や
系
譜
に

つ
い
て
嶺
南
地
域
や
朝
鮮
半
島
南
東
部
と

い
っ
た
地
域
が
挙
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
さ

ら
に
絞
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
に

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
本
稿
で
再
評

価
し
た
大
和
四
号
墳
の
鉄
鉾
は
、
新
羅
中

枢
と
の
交
流
の
可
能
性
を
示
す
と
い
う
点

に
お
い
て
出
土
意
義
は
大
き
く
、
佐
紀
古

墳
群
の
被
葬
者
集
団
、
ひ
い
て
は
王
権
中

枢
の
対
外
交
流
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

う
え
で
重
要
な
資
料
と
位
置
付
け
ら
れ
よ

う
。

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
資
料
調
査
に

お
い
て
下
記
の
機
関
、
諸
氏
に
ご
配
慮
い

た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
（
敬
称
略
）。

宮
内
庁
書
陵
部　

横
田
真
吾
・
土
屋
隆
史

註（
１
）�

と
く
に
刀
剣
類
に
つ
い
て
は
計
測
値
の

記
載
が
な
く
、
実
測
図
に
ス
ケ
ー
ル
も

付
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２
）�

大
和
四
号
墳
の
時
期
に
つ
い
て
は
鉄
鏃

お
よ
び
農
工
具
の
形
態
、
刀
剣
の
組
成

を
推
定
根
拠
と
し
た
。

（
３
）�

皇
南
大
塚
南
墳
の
被
葬
者
と
し
て
、
奈

勿
麻
立
干
（
在
位
：
三
五
六
～
四
〇
二
）

説
と
、
訥
祗
麻
立
干
（
在
位
：
四
一
七

～
四
五
八
）
説
が
あ
る
が
、
馬
具
研
究

の
成
果
か
ら
後
者
と
す
る
立
場
（
諫
早

二
〇
〇
八
）
を
踏
襲
す
る
。
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号　

史
学

研
究
会

諫
早
直
人
二
〇
一
二
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
騎

馬
文
化
の
考
古
学
的
研
究
』
雄
山
閣

齊
藤
大
輔
二
〇
一
三
「
皇
南
大
塚
南
墳
副
槨
出

土
鉄
鉾
の
系
譜
」『
福
岡
大
学
考
古
学
論
集

２
―
考
古
学
研
究
室
開
設
二
五
周
年
記
念

―
』
福
岡
大
学
考
古
学
研
究
室

末
永
雅
雄
編
一
九
五
〇
『
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天

然
記
念
物
調
査
抄
報
』
第
四
輯　

奈
良
県
史

蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
委
員
会

高
田
貫
太
一
九
九
八
「
古
墳
副
葬
鉄
鉾
の
性
格
」

『
考
古
学
研
究
』
第
四
五
巻
第
一
号　

考
古

学
研
究
会

土
屋
隆
史
二
〇
一
七
「
第
５
節　

出
土
遺
物
研

究
史
―
鉄
製
品
を
中
心
と
し
て
―
」『
宇
和

奈
辺
陵
墓
参
考
地
旧
陪
冢
ろ
号
（
大
和
６
号

一
．
は
じ
め
に

　

古
墳
時
代
の
日
本
列
島
に
は
、
須
恵
器

を
破
砕
、
あ
る
い
は
完
形
の
ま
ま
古
墳
の

埋
葬
施
設
内
の
床
面
に
敷
き
、
そ
の
上
に

遺
体
を
埋
葬
し
た
事
例
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
事
例
は
「
須
恵
器
床
」
と
呼
称
さ
れ
、

古
墳
時
代
後
期
、
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世

紀
初
頭
に
か
け
て
島
根
県
東
部
地
域
を
中

心
と
し
た
山
陰
地
域
と
広
島
県
山
間
部
地

域
に
偏
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
る（
今
西
一
九
九
四
・
脇
坂
一
九
九
九
）。

一
方
、
朝
鮮
半
島
で
も
三
国
時
代
の
埋
葬

施
設
に
お
い
て
、
日
本
列
島
の
事
例
と
同

様
の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本

稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
対
象
と
し
て
言

及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
朝
鮮
半
島
三
国
時

代
に
お
け
る
土
器
を
埋
葬
施
設
に
敷
い
た

事
例
を
、
日
本
列
島
の
例
に
倣
っ
て
「
土

器
床
」
と
呼
称
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の

様
相
を
紹
介
し
、
日
本
列
島
に
お
け
る
須

恵
器
床
と
の
比
較
を
行
う
基
礎
資
料
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
．
朝
鮮
半
島
の
土
器
床
（
図
１
）

　

集
成
の
結
果
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
土

器
床
を
四
遺
跡
一
二
例
確
認
し
た
。
以
下

遺
跡
ご
と
に
紹
介
し
た
い
。

羅
州
伏
岩
里
三
号
墳
三
号
竪
穴
式
石
槨
墓

（
国
立
文
化
財
研
究
所
二
〇
〇
一
）

　

全
羅
南
道
羅
州
広
域
市
伏
岩
里
に
位
置

墳
）
―
出
土
遺
物
の
整
理
報
告
―
』
宮
内
庁

書
陵
部
陵
墓
課

朴
天
秀
一
九
九
五
「
渡
来
系
文
物
か
ら
み
た
伽

耶
と
倭
に
お
け
る
政
治
的
変
動
」『
待
兼
山

論
叢
』
史
学
篇
二
九
号　

大
阪
大
学
文
学
部

朴
天
秀
二
〇
〇
七
『
加
耶
と
倭　

韓
半
島
と
日

本
列
島
の
考
古
学
』
講
談
社

坂　

靖
二
〇
〇
五
「
小
形
鉄
製
農
工
具
の
系
譜

―
ミ
ニ
チ
ュ
ア
農
工
具
再
考
―
」『
考
古
学

論
攷
』
第
二
八
冊　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所

韓
国
語
文
献
（
日
本
語
表
記
で
記
す
）

成
正
鏞
・
孫
ス
イ
ル
二
〇
一
二
「
鉄
鋌
を
つ
う

じ
て
み
た
古
代
の
鉄
の
生
産
と
流
通
」『
韓

半
島
の
製
鉄
遺
跡
』（
財
）
韓
国
文
化
財
調

査
研
究
機
関
協
会

慶
州
文
化
財
研
究
所
編
一
九
九
三
『
皇
南
大
塚

Ⅱ
（
南
墳
）
発
掘
調
査
報
告
書
』
文
化
財
管

理
局　

文
化
財
研
究
所
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す
る
。
横
穴
式
石
室
や
豪
華
な
副
葬
品
な

ど
か
ら
、
当
時
の
在
地
首
長
層
の
墳
墓
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
土
器
床
を

検
出
し
た
三
号
石
槨
は
長
さ
一
・
七
ｍ
、

幅
〇
・
五
ｍ
で
あ
る
。
副
葬
品
と
し
て
は

耳
環
、
蓋
杯
五
点
、
直
口
短
頸
小
壺
二
点

が
出
土
し
て
い
る
。
土
器
床
は
複
数
の
大

形
甕
が
破
砕
さ
れ
て
敷
か
れ
て
い
た
。
竪

穴
式
石
槨
北
側
は
大
き
め
に
破
砕
さ
れ
た

甕
片
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
石
槨
の
年
代

は
副
葬
品
の
土
器
の
年
代
観
か
ら
五
世
紀

末
～
六
世
紀
初
頭
に
位
置
付
け
ら
れ
る（
徐

賢
珠
二
〇
〇
六
）。

高
敞
中
月
里
箱
式
石
棺
墓
（
圓
光
大
学
校

馬
韓
百
済
研
究
所
一
九
八
四
）

　

全
羅
北
道
高
敞
中
月
里
に
位
置
す
る
。

周
囲
に
は
他
に
古
墳
は
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
単
独
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

墳
丘
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
明
で

あ
る
。
埋
葬
主
体
部
で
あ
る
箱
式
石
棺
は

東
西
方
向
を
向
い
て
お
り
、
長
さ
二
・
〇

八
ｍ
、
幅
〇
・
五
ｍ
で
あ
る
。
副
葬
品
と

し
て
完
形
の
広
口
鉢
と
短
頸
壺
が
出
土
し

て
い
る
。

　

土
器
床
を
構
成
す
る
土
器
は
西
端
の
一

部
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
全
面
に
わ
た
っ
て
破

砕
さ
れ
た
状
態
で
敷
か
れ
て
い
た
。
破
砕

さ
れ
て
い
た
土
器
の
器
種
は
甕
で
あ
り
、

複
数
個
体
が
破
砕
さ
れ
て
い
た
。
西
端
部

分
が
被
覆
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
墓
造

成
当
初
か
ら
の
施
設
で
は
な
い
た
め
か
、

あ
る
い
は
墓
材
を
搬
出
し
よ
う
と
す
る
と

き
に
破
壊
し
た
も
の
か
、
明
確
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
箱
式
石
棺
の
北
西
数
ｍ
地
点
で

は
土
器
窯
址
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
屍
床

に
用
い
た
土
器
は
こ
こ
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
時
期
は
、

土
田
純
子
の
編
年
（
土
田
二
〇
一
七
）
を

参
考
に
す
れ
ば
、
泗
沘
期
百
済
（
六
世
紀

中
葉
以
降
）
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

長
水
三
顧
里
四
号
竪
穴
式
石
槨
墓
（
群
山

大
学
校
博
物
館
一
九
九
八
）

　

全
羅
北
道
長
水
郡
三
顧
里
に
位
置
す
る
。

長
水
三
顧
里
古
墳
群
は
全
一
九
基
が
調
査

さ
れ
た
。
埋
葬
施
設
は
全
て
竪
穴
式
石
槨

で
あ
る
。
三
つ
の
支
群
に
分
か
れ
て
お
り
、

土
器
床
を
検
出
し
た
四
号
墓
は
「
カ
」
地

区
に
位
置
し
て
い
る
。「
カ
」
地
区
は
斜

面
に
位
置
し
て
お
り
、
合
計
九
基
の
石
槨

墓
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
四
号
墳
は
「
カ
」

地
区
の
南
側
傾
斜
面
中
央
に
位
置
す
る
。

　

竪
穴
式
石
槨
の
規
模
は
、
東
西
長
一
・

八
七
ｍ
、
南
北
幅
〇
・
五
九
ｍ
を
測
る
。

石
槨
の
床
に
は
多
様
な
灰
青
色
陶
質
土
器

片
が
東
壁
か
ら
内
側
に
〇
・
二
ｍ
ま
で
の

空
間
を
除
外
し
た
全
面
に
敷
か
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
土
器
片
は
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た

土
器
よ
り
も
厚
み
が
厚
く
、
大
形
土
器
片

が
主
で
あ
り
、
実
用
し
た
も
の
を
利
用
し

4�
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　１：羅州伏岩里３号墳３号竪穴式石槨墓（国立文化財研究所2001）
　２：高敞中月里箱式石棺墓（圓光大学校馬韓百済研究所1984）
　３：長水三顧里四号竪穴式石槨墓（群山大学校博物館1998）
　４：羅州五良洞８号墳（国立羅州文化財研究所2011）
　５：兵庫県姫路市西脇75号墳（兵庫県教育委員会1995）
　６：岡山県総社市すりばち池古墳群１号棺（総社市教育委員会1993）
　 図１　朝鮮半島と日本列島の土器床（S＝１/60）



た
と
見
ら
れ
る
。
土
器
床
に
使
用
さ
れ
た

土
器
片
の
他
に
副
葬
品
は
出
土
し
て
い
な

い
。
こ
の
土
器
片
の
み
で
は
時
期
不
明
で

あ
る
が
、
他
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
土
器

の
年
代
か
ら
、
古
墳
群
自
体
の
年
代
が
五

世
紀
末
葉
か
ら
六
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

羅
州
五
良
洞
古
墳
群
（
国
立
羅
州
文
化
財

研
究
所
二
〇
一
一
・
二
〇
一
七
）

　

全
羅
南
道
羅
州
広
域
市
五
良
洞
に
位
置

す
る
。
先
述
し
た
伏
岩
里
古
墳
群
か
ら
は

栄
山
江
を
隔
て
て
す
ぐ
対
岸
に
位
置
す
る
。

二
次
調
査
と
七
次
調
査
で
一
一
基
の
古
墳

が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
九
基

で
土
器
床
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
他
の
例

と
は
異
な
り
、
す
べ
て
破
砕
さ
れ
た
甕
棺

片
を
利
用
し
て
お
り
、
特
に
一
号
墳
と
八

号
墳
は
槨
と
な
る
部
分
ま
で
石
材
の
代
わ

り
に
甕
棺
片
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、

報
告
書
で
は
「
竪
穴
式
甕
槨
」
と
呼
称
さ

れ
て
い
る
。
他
は
残
存
状
況
が
悪
い
も
の

が
多
い
が
横
穴
式
石
室
と
さ
れ
る
。
副
葬

品
と
し
て
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
古
墳

群
の
時
期
は
こ
れ
ら
の
土
器
の
年
代
か
ら

六
世
紀
中
葉
～
後
葉
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
古
墳
群
の
す
ぐ
近
く
に
甕
棺
を
焼
成
し

た
窯
で
あ
る
五
良
洞
窯
跡
群
が
所
在
し
、

そ
の
操
業
時
期
は
五
世
紀
後
葉
～
六
世
紀

前
葉
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
五

良
洞
古
墳
群
は
五
良
洞
窯
跡
が
操
業
終
了

約
半
世
紀
後
に
構
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
古
墳
内
に
敷
か
れ
た
甕
棺
片

は
古
墳
構
築
時
の
も
の
で
は
な
く
、
約
半

世
紀
前
に
焼
成
さ
れ
窯
跡
周
辺
で
破
片
と

な
っ
て
い
た
も
の
を
再
利
用
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

小
結

　

少
数
例
の
紹
介
で
は
あ
る
が
、
朝
鮮
半

島
の
土
器
床
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。　

　

時
期
は
、
伏
岩
里
三
号
墳
と
三
顧
里
四

号
墓
が
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
頭
、
中

月
里
箱
式
石
棺
墓
が
六
世
紀
中
葉
以
降
、

五
良
洞
古
墳
群
が
六
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉

で
あ
り
、
五
世
紀
末
以
降
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
分
布
は
、
栄
山
江
流
域
な

ど
の
南
西
部
地
域
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
も

の
の
、
類
例
が
少
な
い
た
め
、
こ
れ
以
上

踏
み
込
む
こ
と
は
避
け
た
い
。
ま
た
、
土

器
床
と
し
て
は
、
複
数
の
大
形
甕
を
破
砕

し
て
使
用
し
て
お
り
、
甕
棺
片
を
使
用
し

た
五
良
洞
古
墳
群
も
「
甕
」
を
使
用
し
て

い
る
と
い
う
意
味
で
は
同
様
で
あ
る
と
い

え
る
。
ま
た
、
中
月
里
箱
式
石
棺
墓
と
五

良
洞
古
墳
群
例
は
、
近
隣
の
窯
か
ら
破
片

が
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

被
葬
者
像
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

三
．
日
本
列
島
例
と
の
比
較

　

最
後
に
日
本
列
島
の
土
器
床
と
の
比
較

を
行
い
た
い
。
日
本
列
島
で
は
中
国
地
方

に
事
例
が
集
中
し
て
お
り
、
日
本
列
島
の

古
い
段
階
の
土
器
床
と
し
て
は
、
兵
庫
県

姫
路
市
西
脇
七
五
号
墳
（
六
世
紀
前
半
）

や
岡
山
県
総
社
市
す
り
ば
ち
池
古
墳
群
一

号
棺
・
三
号
棺
（
六
世
紀
前
半
～
中
葉
）

な
ど
が
あ
る
（
図
１
）。
西
脇
七
五
号
墳

例
の
須
恵
器
床
を
構
成
し
て
い
る
須
恵
器

は
近
隣
の
灰
原
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
複
数

の
甕
片
で
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
初

頭
の
須
恵
器
を
六
世
紀
前
半
ご
ろ
に
使
用

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
隣

の
窯
跡
か
ら
須
恵
器
が
持
ち
込
ま
れ
た
可

能
性
が
あ
る
事
例
と
し
て
、
島
根
県
松
江

市
池
ノ
奥
二
号
墳
（
七
世
紀
初
頭
）
や
岡

山
県
瀬
戸
内
市
寒
風
古
墳
（
七
世
紀
後
半
）

な
ど
が
あ
る
。
六
世
紀
後
半
以
降
、
島
根

県
東
部
地
域
と
広
島
県
山
間
部
地
域
で
多

く
の
事
例
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
中
に

は
、
複
数
の
甕
片
を
破
砕
・
使
用
す
る
も

の
と
、
完
形
の
蓋
杯
・
杯
身
敷
き
詰
め
る

も
の
、
両
者
を
複
合
し
た
も
の
の
大
き
く

三
種
類
が
認
め
ら
れ
る
（
今
西
一
九
九
四
・

脇
坂
一
九
九
九
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
甕
を
複
数
破
砕
し
て
使

用
す
る
タ
イ
プ
が
多
い
こ
と
や
近
隣
の
窯

か
ら
須
恵
器
が
持
ち
込
ま
れ
た
事
例
が
あ

る
こ
と
な
ど
は
、
朝
鮮
半
島
の
事
例
と
共

通
す
る
。
一
方
で
、
完
形
の
蓋
杯
を
使
用

す
る
事
例
が
一
定
数
存
在
す
る
こ
と
な
ど

は
異
な
る
点
と
言
え
よ
う
。

四
．
お
わ
り
に

　

朝
鮮
半
島
の
土
器
床
を
紹
介
し
、
若
干

の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
日
本
列
島
の
事

例
と
直
接
的
に
系
譜
が
繋
が
る
か
ど
う
か

は
、
事
例
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ひ

と
ま
ず
保
留
を
し
て
お
き
た
い
が
、
両
者

の
事
例
に
近
隣
の
窯
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

事
例
が
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
被
葬
者

が
窯
業
に
従
事
し
た
人
物
、
あ
る
い
は
そ

の
管
理
者
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
列
島
の
事
例
は
、

そ
の
よ
う
な
技
術
を
も
た
ら
し
た
渡
来
人

と
も
関
連
す
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

当
該
時
期
に
お
け
る
列
島
と
半
島
の
交
流

に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

本
稿
は
平
成
二
六
年
度
の
韓
国
国
立
文

化
財
研
究
所
と
の
交
換
研
修
、
及
び
公
益

財
団
法
人
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会

平
成
二
六
年
度
研
究
費
に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
韓
国
滞
在
時
に
は
、
国
立
文

化
財
研
究
所
の
皆
様
を
始
め
、
多
く
の
方

に
お
世
話
に
な
っ
た
。
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。

参
考
文
献

今
西
隆
行
一
九
九
四
「
屍
床
の
研
究
―
須
恵
器

床
を
中
心
と
し
て
―
」『
文
化
財
学
論
集
』

文
化
財
学
論
集
刊
行
会
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瀬
戸
内
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
『
史
跡
寒
風

古
窯
跡
群
』

総
社
市
教
育
委
員
会
一
九
九
三
『
す
り
ば
ち
池

古
墳
群
』

土
田
純
子
二
〇
一
七
『
東
ア
ジ
ア
と
百
済
土
器
』

同
成
社

兵
庫
県
教
育
委
員
会
一
九
九
五
『
西
脇
古
墳
群
』

松
江
市
教
育
委
員
会
一
九
九
〇
『
松
江
東
工
業

団
地
内
発
掘
調
査
報
告
書
』

脇
坂
光
彦
一
九
九
九
「
横
穴
式
石
室
の
須
恵
器

敷
床
」『
考
古
学
に
学
ぶ
―
遺
構
と
遺
物
―
』

同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
Ⅶ

　

韓
国
語
文
献
（
日
本
語
表
記
で
記
す
）

圓
光
大
学
校
馬
韓
百
済
研
究
所
一
九
八
四
『
高

敞
中
月
里
文
化
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

群
山
大
学
校
博
物
館
一
九
九
八
『
長
水
三
顧
里

古
墳
群
』

国
立
文
化
財
研
究
所
二
〇
〇
一
『
羅
州
伏
岩
里

三
号
墳
』

国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所
二
〇
一
一
『
羅
州
五

良
洞
窯
址
Ⅰ
』

国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所
二
〇
一
七
『
羅
州
五

良
洞
窯
址
Ⅲ
』

徐
賢
珠
二
〇
〇
六
『
栄
山
江
流
域
古
墳
土
器
研

究
』
学
研
文
化
社

一
、
は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
奈
良
県
国
際
課
の
平
成
三
一

（
二
〇
一
九
）
年
度
奈
良
県
戦
略
的
専
門

分
野
交
流
事
業
に
よ
り
、
中
華
人
民
共
和

国
（
以
下
、
中
国
と
略
記
）
陝
西
省
へ
派

遣
さ
れ
た
。
本
事
業
は
、
本
県
が
友
好
提

携
を
締
結
し
て
い
る
海
外
地
方
政
府
に
、

専
門
分
野
に
従
事
す
る
職
員
を
派
遣
し
、

専
門
的
技
術
お
よ
び
知
識
を
習
得
し
、
人

脈
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
本
県
政
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

本
事
業
は
、
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）

年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
事
業
の

実
施
要
綱
に
あ
る
専
門
分
野
の
う
ち
、
文

化
財
保
護
分
野
に
従
事
す
る
職
員
と
し
て
、

毎
年
当
研
究
所
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い

る
。
本
事
業
に
よ
る
当
研
究
所
の
職
員
の

派
遣
は
、今
回
で
六
年
連
続
六
回
目
で
あ
る
。

派
遣
先
は
、
中
国
陝
西
省
で
、
受
け
入
れ

窓
口
お
よ
び
研
修
先
は
、
西
安
市
内
に
あ

る
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
（
以
下
、
西

北
大
学
）、
主
な
研
修
先
は
、
同
じ
く
西

安
市
内
に
あ
る
陝
西
省
考
古
研
究
院
（
考

古
研
究
院
）
で
あ
っ
た
。
派
遣
に
あ
た
っ

て
の
研
究
テ
ー
マ
は
、『
漢
代
か
ら
唐
代

の
中
国
と
日
本
の
宮
殿
お
よ
び
都
城
と
そ

の
関
連
遺
跡
・
遺
物
の
比
較
研
究
』
と
し
、

活
動
内
容
と
し
て
、「
漢
代
か
ら
唐
代
の

宮
殿
お
よ
び
都
城
と
そ
の
関
連
遺
跡
に
関

す
る
考
古
資
料
の
調
査
」
と
「
各
対
象
遺

跡
の
整
備
・
活
用
状
況
の
把
握
」
を
計
画

し
た
。
派
遣
期
間
は
、
中
国
の
国
慶
節
明

け
の
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
一
〇
月
八

日
～
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月
一
八

日
ま
で
の
一
六
三
日
間
の
予
定
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
滞

在
期
間
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

二
、
出
国
ま
で

　

中
国
派
遣
の
打
診
を
岡
林
孝
作
調
査
部

長
（
以
下
、
役
職
と
所
属
は
平
成
三
一
年

度
当
時
）
か
ら
受
け
た
の
は
、
平
成
三
一

年
の
四
月
中
旬
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
所

内
の
担
当
者
で
あ
る
鈴
木
裕
明
企
画
係
長

の
指
示
の
も
と
、
派
遣
に
か
か
る
様
々
な

書
類
の
作
成
に
入
っ
た
。
派
遣
先
と
の
や

り
取
り
も
必
要
と
の
こ
と
で
、
早
急
に
書

類
の
作
成
、
各
種
証
明
書
の
取
得
等
を
進

め
た
が
、
派
遣
先
か
ら
招
聘
状
が
届
い
た

の
が
八
月
末
、
最
終
的
に
査
証
の
申
請
許

可
が
お
り
た
の
は
、
出
国
ま
で
一
か
月
を

切
っ
た
九
月
上
旬
で
あ
っ
た
。

　

実
際
に
出
国
日
が
確
定
し
、
航
空
券
が

取
得
で
き
た
の
は
、
出
国
日
五
日
前
の
一

〇
月
三
日
で
あ
っ
た
。
航
空
券
の
取
得
に

時
間
が
か
か
っ
た
の
に
は
、
国
慶
節
の
影

響
が
あ
っ
た
。
国
慶
節
と
は
、「
中
華
人

民
共
和
国
」
の
成
立
記
念
日
で
、
一
〇
月

一
日
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
、

そ
の
前
後
を
挟
ん
で
、
大
型
連
休
と
な
っ

て
お
り
、
旅
行
者
も
増
え
る
た
め
、
航
空

券
の
価
格
が
上
が
り
、
予
算
に
見
合
う
航

空
券
の
取
得
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
九
年
の
国
慶
節
は
、
中
国
建
国
七

〇
周
年
に
あ
た
り
、
西
安
市
内
で
は
、
所
々

で
七
〇
周
年
を
祝
う
飾
り
物
を
目
に
し
た
。

　

出
国
日
が
確
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
所

内
の
方
々
に
挨
拶
を
し
、
そ
の
翌
日
に
、

国
際
課
へ
の
挨
拶
と
担
当
者
と
の
打
ち
合

わ
せ
を
お
こ
な
っ
た
。
出
国
日
前
日
に
、

出
張
伺
い
の
電
子
入
力
を
終
え
、
よ
う
や

く
出
国
の
準
備
が
整
っ
た
。

三
、
現
地
で
の
活
動

　

一
〇
月
八
日
に
関
西
国
際
空
港
か
ら
日

本
を
出
発
し
、
西
安
咸
陽
国
際
空
港
へ
は

定
刻
通
り
に
到
着
し
た
。
空
港
に
は
、
以

前
当
研
究
所
で
研
修
さ
れ
た
西
北
大
学
の

孫
麗
娟
氏
が
出
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
。

孫
麗
娟
氏
と
は
、
事
前
に
Ｗ
ｅ
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

（
微
信
）
と
い
う
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ア
プ

リ
で
連
絡
を
取
っ
て
い
た
た
め
、
迷
う
こ
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と
な
く
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
微
信
は
、
中
国
で
は
必
携
の
ア

プ
リ
で
、
研
修
期
間
中
の
連
絡
の
や
り
取

り
で
は
、
常
に
微
信
を
使
用
し
て
い
た
。

　

孫
麗
娟
氏
に
連
れ
ら
れ
、
現
地
で
の
活

動
拠
点
と
な
る
西
北
大
学
構
内
に
あ
る
西

北
大
学
賓
館
に
到
着
。
現
地
で
の
活
動
が

は
じ
ま
っ
た
。

　

西
北
大
学
で
は
、
受
け
入
れ
担
当
で
あ

る
冉
万
里
氏
に
、
大
学
構
内
の
案
内
を
し

て
い
た
だ
き
、
以
前
当
研
究
所
で
研
修
さ

れ
た
劉
斌
氏
に
は
、
語
学
研
修
の
手
配
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

一
〇
月
一
四
日
に
は
、
劉
斌
氏
の
随
行

で
、
主
な
研
修
先
と
な
る
考
古
研
究
院
へ

む
か
い
、
受
け
入
れ
担
当
で
あ
る
王
小
蒙

副
院
長
と
面
会
し
、
今
後
の
研
修
日
程
が

決
ま
っ
た
。
な
お
、
王
副
院
長
と
の
面
会

日
前
日
に
、
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
の

院
長
で
あ
る
段
清
波
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

段
清
波
氏
は
、
以
前
、
考
古
研
究
院
に
も

所
属
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
慌
た
だ
し

い
な
か
で
の
面
会
で
あ
っ
た
。

　

同
日
、
劉
斌
氏
に
は
、
考
古
研
究
院
に

隣
接
す
る
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

西
安
分
室
に
も
ご
案
内
い
た
だ
き
、
劉
振

東
氏
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
そ
の
際
、

以
前
当
研
究
所
で
の
研
修
中
、
筆
者
ら
に

中
国
語
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
郭
暁
涛
氏

や
付
仲
楊
氏
に
も
お
会
い
で
き
た
。
そ
の

際
は
、
ま
た
会
う
こ
と
を
約
束
し
て
別
れ

た
が
、
結
局
、
そ
れ
も
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　

さ
て
、
現
地
で
の
活
動
の
概
略
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
〇
月
～
一
一
月
中
旬
：
自
己
研
修

　

王
副
院
長
と
の
面
会
の
際
、
考
古
研
究

院
で
の
研
修
前
に
、
語
学
研
修
を
進
め
た

方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
語
学

研
修
は
、
先
述
の
と
お
り
、
劉
斌
氏
に
手

配
し
て
い
た
だ
き
、
西
北
大
学
の
大
学
院

生
で
あ
る
胡
丹
陽
氏
を
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
。
胡
丹
陽
氏
に
は
、
基
本
的
に
は
土
曜

と
日
曜
、
都
合
が
合
え
ば
金
曜
に
も
中
国

語
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
時
間
は
午
後

の
二
時
間
程
度
で
あ
っ
た
。
語
学
研
修
は
、

最
終
的
に
春
節
休
み
（
二
〇
一
九
年
は
、

除
夜
に
あ
た
る
一
月
二
四
日
か
ら
一
月
三

〇
日
ま
で
）
直
前
ま
で
と
な
っ
た
。

　

語
学
研
修
が
な
い
日
は
、
一
日
中
外
を

出
歩
い
て
い
た
。
西
安
市
内
は
、
バ
ス
や

地
下
鉄
と
い
っ
た
公
共
交
通
機
関
が
と
て

も
便
利
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
目
的
地

ま
で
の
経
路
検
索
が
可
能
な
地
図
ア
プ
リ

は
、
知
ら
な
い
土
地
で
の
一
人
歩
き
に
大

変
有
効
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
西
北
大
学
で
お
こ
な
わ
れ
た
考

古
学
関
連
の
講
演
会
や
研
究
会
に
も
参
加

し
た
。
大
学
内
で
お
こ
な
わ
れ
る
講
演
会

は
、
講
義
の
一
環
の
よ
う
で
、
毎
回
多
数

の
学
生
が
参
加
し
て
い
た
。

　

一
一
月
中
旬
：
考
古
研
究
院
で
の
研
修　

考
古
研
究
院
で
の
研
修
は
、
一
一
月
一
八

日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
孫
周
勇
院
長
ら
と

の
面
会
後
、
実
際
に
研
修
の
手
配
を
担
当

さ
れ
る
業
務
部
の
夏
楠
氏
と
日
程
の
打
ち

合
わ
せ
を
お
こ
な
っ
た
。

　

考
古
研
究
院
で
の
研
修
内
容
は
、
筆
者

の
研
究
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
て
、
考
古
研
究

院
で
実
施
し
て
い
る
発
掘
調
査
現
場
や
そ

の
周
辺
遺
跡
、
博
物
館
の
見
学
で
あ
っ
た
。

当
初
は
、
研
修
日
程
が
定
ま
ら
ず
、
急
な

出
発
や
中
止
が
あ
っ
た
が
、
語
学
研
修
の

日
程
も
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、
月
曜
に
そ

の
週
の
日
程
確
認
と
考
古
研
究
院
内
で
の

文
献
収
集
や
資
料
整
理
、
火
～
木
曜
に
現

地
研
修
、
金
曜
に
現
地
研
修
の
資
料
整
理

と
徐
々
に
日
程
が
定
ま
っ
た
。

　

一
一
月
下
旬
～
一
二
月
上
旬
：
寧
夏
回

族
自
治
区
出
張
随
行

　

別
事
業
で
中
国
に
来
ら
れ
て
い
た
岡
林

部
長
ら
の
出
張
に
随
行
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
期
間
の
前
半
は
、
岡
林
部
長
と
奥
山

所
員
と
主
に
銀
川
、
後
半
は
川
上
課
長
と

大
西
所
員
と
主
に
固
原
で
、
発
掘
調
査
現

場
の
見
学
や
遺
跡
の
踏
査
、
博
物
館
の
見

学
な
ど
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
際

に
は
、
寧
夏
回
族
自
治
区
文
物
考
古
研
究

所
の
羅
豊
氏
を
は
じ
め
、
以
前
当
研
究
所

で
研
修
さ
れ
た
馬
強
氏
、
馬
暁
玲
氏
に
お

世
話
に
な
っ
た
。

　

一
二
月
上
旬
～
一
月
中
旬
：
考
古
研
究

院
で
の
研
修

　

考
古
研
究
院
で
の
研
修
が
再
開
さ
れ
、

楡
林
市
、
咸
陽
市
、
渭
南
市
に
お
い
て
、

主
に
発
掘
調
査
現
場
の
見
学
を
お
こ
な
っ

た
。
見
学
の
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に

併
設
さ
れ
て
い
る
調
査
事
務
所
兼
宿
舎
に

泊
ま
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
遅
く
ま
で
遺
物

整
理
の
状
況
や
調
査
成
果
の
話
な
ど
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
月
初
旬
に
は
、
考
古
研
究
院
や
陝
西

省
に
お
け
る
二
〇
一
九
年
度
の
発
掘
調
査

成
果
報
告
会
な
ど
に
参
加
し
た
。

　

一
月
中
旬
～
帰
国
ま
で
：
自
己
研
修

　

天
気
の
問
題
な
ど
か
ら
、
考
古
研
究
院
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の
発
掘
調
査
現
場
の
見
学
が
困
難
と
な
っ

た
こ
と
や
春
節
休
み
に
入
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
再
び
自
己
研
修
と
な
っ
た
。
そ
の
な

か
で
、
考
古
研
究
院
の
邸
楠
氏
が
、
休
み

を
利
用
し
て
咸
陽
市
内
を
案
内
し
て
下
さ

っ
た
。
そ
の
翌
日
の
一
月
二
〇
日
に
、
邸

楠
氏
か
ら
湖
北
省
武
漢
市
に
お
け
る
新
型

肺
炎
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
ら
さ
れ
、
外
出
を

控
え
る
よ
う
忠
告
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、

ま
だ
ま
だ
見
学
で
き
て
い
な
い
場
所
が
多

数
残
さ
れ
て
い
た
た
め
、
自
己
研
修
を
続

け
て
い
た
。

　

一
月
二
三
日
に
は
、
日
本
の
外
務
省
か

ら
の
メ
ー
ル
が
頻
繁
に
来
る
よ
う
に
な
り
、

つ
い
に
陝
西
省
内
で
も
感
染
例
が
確
認
さ

れ
た
。
一
月
二
五
日
の
春
節
初
日
に
、
市

内
の
様
子
を
見
て
回
っ
た
が
、
人
通
り
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
前
日
に
は
観
覧
施
設
が

閉
鎖
と
な
っ
た
。
大
学
も
西
門
か
ら
の
出

入
り
し
か
で
き
な
く
な
り
、
警
備
員
が
体

温
確
認
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
月
二

八
日
に
は
、
バ
ス
が
減
便
。
深
夜
に
は
市

を
跨
ぐ
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
停
止
、
高
速

ゲ
ー
ト
の
封
鎖
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
、

周
辺
の
見
学
は
不
可
能
に
な
り
、
宿
舎
内

で
一
日
中
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
み
て
情
報
収

集
を
し
て
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
。
一
月

三
〇
日
に
は
、
つ
い
に
中
国
全
土
で
感
染

例
が
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

二
月
に
入
る
と
、
大
学
構
内
は
関
係
者

以
外
立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
、
い
よ
い
よ

構
外
へ
の
外
出
も
不
可
能
に
な
っ
た
。
食

事
に
つ
い
て
は
、
構
内
の
食
堂
が
営
業
し

て
い
た
た
め
問
題
な
か
っ
た
が
、
食
堂
で

食
事
が
と
れ
な
い
日
も
数
日
あ
っ
た
。

　

二
月
六
日
に
は
、
研
修
の
中
断
と
前
倒

し
で
の
帰
国
が
決
定
し
た
が
、
そ
の
時
に

は
、
す
で
に
日
本
行
き
の
飛
行
機
の
多
く

が
運
休
と
な
っ
て
い
た
。
帰
国
便
は
、
二

月
一
四
日
の
上
海
経
由
便
に
決
ま
っ
た
が
、

航
空
券
が
取
得
で
き
た
の
は
、
そ
の
二
日

前
だ
っ
た
。

　

す
べ
て
の
方
の
お
名
前
は
紙
幅
の
関
係

で
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
帰
国
ま

で
の
間
、
多
く
の
方
に
心
配
の
連
絡
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
励
ま
さ
れ
た
。

　

帰
国
の
当
日
は
、
各
所
で
体
温
や
証
明

書
の
確
認
が
あ
り
、
関
西
国
際
空
港
に
降

り
立
つ
ま
で
、
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
。

四
、
お
わ
り
に

　

当
初
の
派
遣
期
間
は
、
令
和
元
年
一
〇

月
八
日
～
令
和
二
年
三
月
一
八
日
ま
で
の

一
六
三
日
間
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
実
際

の
滞
在
期
間
は
、
令
和
二
年
二
月
一
四
日

ま
で
の
一
三
〇
日
間
と
な
り
、
滞
在
期
間

が
約
一
か
月
短
縮
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

実
際
に
活
動
で
き
た
期
間
は
一
一
三
日
間

だ
っ
た
の
で
、
実
質
的
に
は
研
修
期
間
が

約
二
か
月
短
縮
と
な
っ
た
。
春
節
休
み
明

け
に
も
、
様
々
な
計
画
を
立
て
て
い
た
が
、

そ
れ
を
全
う
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本

当
に
残
念
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、中
国
に
お
け
る
研
修
の
日
々

は
刺
激
的
で
、
感
動
の
連
続
で
あ
っ
た
。

今
後
の
活
動
に
、
研
修
で
得
た
経
験
を
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

最
後
に
、
研
修
の
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
国
際
課
お
よ
び
橿
原
考
古
学
研
究

所
の
関
係
者
の
皆
様
、
現
地
で
お
世
話
く

だ
さ
っ
た
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
お
よ

び
陝
西
省
考
古
研
究
院
の
関
係
者
の
皆
様

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

 

附
属
博
物
館
関
連
展
示

 

案
内

　◎附
属
博
物
館
蔵
品
巡
回
特
別
展�

　
『
し
き
し
ま
の
大
和
へ�

　
　

�

―
奈
良
大
発
掘
ス
ペ
シ
ャ
ル
―
』

主
催
：
附
属
博
物
館
・

　
　
　

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

開�

催
期
間
：
令
和
三
年
三
月
一
九
日
（
金
）

～
五
月
一
七
日
（
月
）

開�

催
場
所
：
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博

物
館

8�

写真２　唐代帝陵大遺址考古隊での食事
　　　　　　　　　　　　　（2020年１月１日）
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